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1. はじめに 

去年度オープンした日本平夢テラスや、久能山東照宮などの日本平丘陵周辺の観光地への

アクセス向上と、静岡インターチェンジ周辺の慢性的な混雑解消を目的とした、日本平久能山

スマートインターチェンジが令和元年秋に完成する。本工事はその開通に合わせ（当初開通

予定は平成３０年３月）、西（静岡駅方面）へ向かう車両の交通需要増大に対応する為、インタ

ーチェンジアクセス道路（大谷改良区７号線）を改良する工事であった。工事は、現道片側 1

車線の道路を２車線へ拡幅すると共に、設計交通区分をランクアップし（N5 交通→N6 交通）、

重車両の通行に対応した道路を構築するものであった。 

2. 工事概要 

工事名     平成 29 年度 新工第 3号 大谷改良区 7号線外 1道路築造工事 

工期      平成 29 年 9月 29 日～平成 30年 6月 29 日 

発注者     静岡市長 田辺信宏 

         静岡市都市局都市計画部新インターチェンジ周辺整備課 

工事箇所   静岡市 駿河区宮川外 3 地内 

工事延長   工事延長 768.7ｍ 道路幅員 12.0m～36.0ｍ 

工事内容   道路土工                                １式 

排水工スリット型側溝                        144ｍ 

L 型側溝                               155ｍ 

自由勾配側溝                            177ｍ 

舗装工アスファルト舗装（車道部）               7,560ｍ2 

アスファルト舗装（歩道部）                    1,190ｍ2 

照明工照明灯                             20基 

信号機移設                               １式 

歩道橋工 歩道橋                           2 橋 



3.問題点・検討事項 

工事施工にあたり、発注者より、通行止め規制をしない

で施工して欲しいとの要望があった。しかし、現道の状

況は橋梁新設工事や、前年度工事による暫定仮設道

路設置により、大きく蛇行した状態（図 1）であった。こ

の中で、現道を含め、下層路盤からの再構築を行わな

ければならないため、施工の可否を含めて十分な検討

を行う必要があった。また、工事起点（西側）が、片側２

車線の道路に接続するために、工事エリア内から、現

道（片側１車線）が拡幅されている上に、中央分離帯

で仕切られていたため（写 2）、通行可能なエリアが制

限された。また、片側二車線道路になった位置が交差

点となっており、信号機も移設する必要があり、信号

移設のタイミングも大きな検討要素であった。車道幅

の拡幅に伴い、通行帯の形態がさまざまに変化して

いくため、信号機の視認性を確保しつつ、ベストなタイ

ミングで信号機の移設を実施しなければならなかっ

た。 

図 1・現況道路通行状況 
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図２ 舗装打換え箇所図 

写 1・施工前現況道路《大きく蛇行》
（橋梁新設西側）

写 2・施工前現況道路《中央分離帯》 
（工事起点側） 



4.舗装構成の検討 

交通処理計画を作成するにあたり、交通処理がスムーズにいく方法が無いか検討を行った。

信号機を移設する交差点より起点側（写２）は、施工箇所が表層まで施工されており、店舗と住

宅の出入口や、中央分離帯がある事から、細かな車線シフトや片方の通行帯で対面通行させ

ることが不可能であった。また、近隣への影響を考えると、短時間で施工を終わらせる必要があ

った。そこで、それらの問題を解決する方法として、切削オーバ-レイ工法を検討した。切削オ

ーバーレイ工法を採用するには、舗装構成の変更が必要なため、変更が可能であるかの検討

を行った。 

本路線の設計CBRは12であり、片側2車線の舗装厚10㎝のN5交通である。設計CBR

は、交通区分が変更となっても変わらない為、設計CBR12 とすると、TＡは 19㎝、加熱アス

ファルト混合物10㎝、上層路盤（粒度調整路盤）15㎝、下層路盤（再生下層路盤材）15㎝

の舗装構成で設計されていると考えられた。この舗装構成を利用して、Ｎ6 交通に経済的

に変更する方法の検討を行っ

た。

当初設計の必要条件 

・交通区分 N6 

・交通設計CBR 12  目標 Ta 26 ㎝ 

舗装構成の検討 

上記設計条件をもとに、下記に示す施工案を抽出し検討を行った。切削可能深さ（300㎜）

より下の部分に関しては、現道の舗装構成を利用してTaに加えて検討を行った。 



Ａ案     上層路盤を瀝青安定処理路盤に置換え、それより下層は手を加えない。 

Ｂ案     瀝青安定処理までを当初設計とし路盤を上層路盤にやり替える。 

Ｃ案     ＴＡが確保される厚さまで瀝青安定処理路盤を施工し、それより下層は手 

を加えない。 

Ｄ案    基層と表層の間に中間層（基層と同材量）を施工し掘削残土処理量を極力 

減らす。

※切削機は、機種によって 300 ㎜まで切削可能な事から路盤も含めて切削する。 

上記検討結果、Ｃ案とＤ案については、必要条件がクリアー出来ることが分かった。この２つ

の中で残土量が少なく、経済性に優れている D案を発注者に提案した。しかし発注者より 

①切削する区間の延長が短い事（160ｍ） 

②工事起点より西側の現道はN5 交通のままである事 

③同一道路に３種類の舗装構成が存在してしまうこと 

の指摘を受けた。また、将来の維持管理において問題が生じる恐れがあるため、舗装構成を

変える事は出来ないとの回答を受けた。そこで、全路線路盤からの再構築を前提とし、スムーズ

な交通処理ができるよう、再度検討を行った。 

5.交通処理  

全ての路線が路盤からの再構築となった為、それに沿った交通処理計画の立案を行った。

交通量は比較的少ないが、大谷地区から静岡駅方面への通勤路となっている事から、現況の

蛇行形状よりもひどくなることが無いよう留意した。また、施工箇所が細切れとならないよう、舗装

の品質確保と経済性も考慮に入れた。 



１回目 

起点側中央分離帯再構築と交差点南側構造物と

迂回路準備 

２回目 

交差点中央部の施工と橋梁部分の構造物と 

迂回路準備（信号機移設） 

３回目 

起点部外側施工 

４回目 

当初迂回路部分の施工 

５回目 

終点部の施工（片側交互通行） 

完成 

青…通行帯、黄…工事帯、赤…他工事規制帯



１回目と２回目で、縁石や中央分離帯等の構造物関係と次工程へ向けた切り回し準備（路盤

～基層）を行った。２回目の通行帯は車道幅いっぱいまで使用しなければならず、そのタイミン

グで信号機の移設を行った。この時信号機の視認できる位置まで、停止線の位置を下げ、信号

見落としによる交通事故防止に留意した。３回目施工時は、近隣や店舗と接する回数が多い為、

当日のスケジュールを図解したビラを近隣に配布し、苦情等が起きないよう努めた。４回目のル

ート変更時に、全面積の７割程度の表層を行った。表層施工時は日々さらに４パターンの交通

規制を行い、表層の品質（平坦性や連続性）を確保しつつ一般車両が安全に通行できる事を

最優先に考えながら施工を行った。４回目で最終通行形態にルートを移し、暫定舗装（副道）の

部分の施工を行った。最終5回目は迂回が不可能な為、片側交互通行で舗装の施工を実施し

た。 

6.現場での工夫 

交通処理を実施するにあたり、仮区画線の設置及び抹消が頻繁となった。仮区画線につい

ては、写 3及び写 4のとおり、ペイント式ラインマーカーをローラーにて塗布し明示した。既設ラ

イン抹消について、メインの部分に関しては、スプレー式の抹消を採用した。現場のような古い

舗装を切削で抹消を行った場合、切削面の骨材が車両により削り取られ、ポットホールとなる可

能性があった。また、抹消する期間が数カ月と限られてい

る為、切削方式より安価な、同工法を採用する事とした。 

しかし、両工法とも専門業者が行う為、小規模の場合、

時間調整や、経済性に問題があった。そこで、小規模な抹

消に関しては、シールコートの要領で区画線を抹消してみ

た。ライン上に乳剤を塗布し、砂をまいてすべり止めとした。

専門業者を手配しなくても、誰でも簡単に行えることから、

比較的短い距離で行う場合は大変に有効だと感じられた。

また、耐久性をスプレー式（専門業者）と比較したところ、乳

剤のほうが摩耗に強く耐久性があり、予想以上の結果とな

った。 

写 5・乳剤による 
  ライン抹消状況

写 3・施工中規制状況 
（交差点付近） 

写 4・施工中規制状況 
（工事起点側） 



7.まとめ 

交通処理計画を、各作業工程により細かく煮詰めて、実施した結果大きな混乱や事故等もな

く、工事を完成することができた。また車道舗装約 7500 ㎡の中で、表層工の横継ぎ目が１箇所

で済む交通処理を立案できた事で、車の走行環境の向上に努める事が出来た。受注当初の蛇

行した道を通行させながら施工する要望を聞いた時は、今まで様々な交通規制を行ってきた自

分でも、大変厳しい注文だなと思いました。そんな中で、すべての条件と問題点をしっかり把握

したうえで、自分の中でイメージと、タイミングそしてマストをしっかり掴むことができた結果、成功

できたと思います。また、この難条件の中、発注者の要望通りスマートインターチェンジ当初開

通予定時期には、主路線を開通させる事が出来ました。 

完 成 （工事終点側から工事起点側を望む） 


